
島
を
支
え
続
け
て
40
年

黒
之
瀬
戸
大
橋
開
通
40
周
年
記
念
式
典

　

４
月
２
日
、
道
の
駅
黒
之
瀬
戸
だ

ん
だ
ん
市
場
前
駐
車
場
で
、
黒
之
瀬

戸
大
橋
開
通
40
周
年
を
祝
う
記
念
式

典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
は
、
隣
接
す
る
阿
久
根
市
と
合

同
に
よ
る
黒
之
瀬
戸
大
橋
開
通
40
周

年
記
念
事
業
協
議
会
（
会
長
：
川
添

健
町
長
）
主
催
で
行
わ
れ
、
副
会
長

の
西
平
良
将
阿
久
根
市
長
の
ほ
か
両

地
区
の
関
係
者
ら
約
60
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

鹿
児
島
毘
沙
門
太
鼓
『
響こ

ー
る流
』
に

よ
る
迫
力
あ
る
太
鼓
の
演
奏
で
幕
を

開
け
、『
黒
之
瀬
戸
大
橋
40
年
の
あ

ゆ
み
』
と
題
し
た
映
像
が
上
映
さ
れ

ま
し
た
。

　

式
で
は
川
添
健
会
長
が
「
橋
の
開

通
に
よ
り
長
島
は
、
産
業
、
医
療
、

観
光
な
ど
多
く
の
面
で
飛
躍
的
に
発

展
し
て
き
た
。
橋
へ
の
恩
恵
を
忘
れ

る
こ
と
な
く
、
今
後
も
更
な
る
発
展

に
努
め
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　

午
後
か
ら
は
、
阿
久
根
側
と
長
島

側
に
分
か
れ
て
黒
之
瀬
戸
大
橋
を
利

用
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
記
念
品
が
配

布
さ
れ
ま
し
た
。

↑万歳三唱で式を締めくくる川添健会長（右端）と西平良
　将副会長（右から２人目）ら↑橋へ向かうドライバーに記念品を配布
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